
 本シミュレーションでは、令和６年度決算をベースに15年間の推計を実施
 推計にあたっては、国立社会保障・人口問題研究所の人口推計や「中長期の
経済財政に関する試算」（内閣府）で示された経済成長率など現時点で見込
むことができる条件を前提に推計

 なお、本推計は不確定要素を多く含んでおり、将来に向かって相当の幅を
もってみていただく必要がある
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（単位：百万円）
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（単位：百万円）

※歳入の「繰入金」について、令和６年度以降は財政調整基金からの繰入れは含んでいない
※特定目的基金は、減債基⾦やふるさと基⾦以外の全ての基⾦を計上

R6（決算） R7 R8 R9 R10 R11 R12 R13 R14 R15 R16 R17 R18 R19 R20 R21

歳　　入　　合　　計 3,898 4,554 4,162 3,906 3,906 4,067 3,672 3,389 3,671 3,616 3,317 3,336 3,402 3,584 3,350 3,408

市町村税 446 469 451 437 430 423 409 403 396 384 378 372 359 354 348 337

地方交付税（臨財債含む） 1,927 2,028 1,947 1,979 1,974 1,972 1,968 1,760 1,729 1,713 1,722 1,727 1,550 1,525 1,546 1,571

交付金・地方譲与税等 225 200 201 202 199 198 196 194 192 190 188 185 184 181 178 176

国・府支出金 730 737 753 719 747 746 759 745 766 747 744 765 747 838 836 827

地方債 119 161 304 164 164 114 114 116 396 394 114 116 359 515 271 326

諸収入 143 143 151 143 143 143 143 143 143 143 143 143 143 143 143 143

繰越金、繰入金 308 816 355 262 249 471 83 28 49 45 28 28 60 28 28 28

歳　　出　　合　　計 3,675 4,240 3,944 3,701 3,768 4,071 3,859 3,550 3,940 3,851 3,722 3,536 3,763 3,975 3,766 3,965

人件費 875 938 930 963 958 1,070 1,056 952 1,030 1,025 939 973 1,029 992 970 964

扶助費 440 467 495 526 560 560 560 560 560 560 560 560 560 560 560 560

公債費 379 354 390 391 394 394 395 351 325 285 293 300 271 270 296 319

建設事業費（災害復旧含む） 115 60 211 144 144 413 263 85 371 408 334 84 327 577 364 534

物件費 651 1,228 624 628 640 639 664 645 736 655 657 707 671 673 675 681

補助費等 589 519 538 369 370 373 369 369 370 373 369 368 370 372 368 368

繰出金 476 516 505 500 500 500 499 497 494 491 488 485 480 476 472 467

積立金等 150 158 251 180 202 122 53 91 54 54 82 59 55 55 61 72

314 218 205 138 ▲ 4 ▲ 187 ▲ 161 ▲ 269 ▲ 235 ▲ 405 ▲ 200 ▲ 361 ▲ 391 ▲ 416 ▲ 557

1,355 1,462 1,621 1,732 1,837 1,904 1,719 1,560 1,293 1,060 657 459 100 ▲ 289 ▲ 703 ▲ 1,258

904 326 355 357 387 82 27 64 43 26 54 58 26 26 32 49特 定 目 的 基 金 残 高

区　　分

収 支 過 不 足

財 政 調 整 基 金 残 高



主な費目 考え方

歳
入

市町村税 人口・経済成長率と連動

地方交付税
直近の実績に各年度の扶助費、
繰出金の増加分を加算

国・府支出金 歳出と連動

地方債 歳出と連動

交付金・譲与税等、諸収
入（使用料・手数料、財産
収入、寄附金など）

直近の実績を据え置き
※地方消費税交付金、法人事業税交
付金のみ経済成長率と連動

繰入金
特目基金からの繰入金を
☑ 見込む

□ 見込まない

主な費目 考え方

歳
出

人件費 直近の実績に賃金上昇の影響を反映

扶助費 直近の実績の伸びを反映

補助費等、
物件費

直近の実績の伸び、物価上昇の影響を反映

建設事業費

次のいずれかによる
□ 直近の実績に物価上昇率を乗じた額をベースとし、

大規模事業を個別に積み上げる
☑ 団体の計画値を用いる

公債費
既発分は団体による推計
新発分は歳入の地方債と連動

繰出金

国保特会と後期高齢特会は人口と連動

介護特会は府全体の介護給付費総額の推計値と連
動

公営企業は直近の実績を据え置き
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